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彦
根
市
で
は
、
平
成
８
年
度
か
ら

行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
行
政
の

簡
素
・
効
率
化
を
進
め
る
な
ど
、
積

極
的
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
13
年
４
月

に
は
、
事※

務
事
業
評
価
を
盛
り
込
ん

だ
行
政
改
革
大
綱
（
さ
し
す
せ
そ
運

動
）
を
新
た
に
策
定
し
、
い
っ
そ
う

効
率
的
な
事
務
事
業
の
執
行
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
お
伝
え
し
た

と
お
り
、
歳
入
面
で
は
、
長
引
く
景

気
の
低
迷
な
ど
で
市
税
収
入
が
減
少

し
、
さ
ら
に
、
国
の
三
位
一
体
改
革

の
影
響
で
地
方
交
付
税
な
ど
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
歳
出

面
で
は
、
扶
助
費
や
公
債
費
な
ど
の

義
務
的
な
経
費
や
、
下
水
道
事
業
な

ど
、
ほ
か
の
会
計
へ
の
繰
出
金
が
大

幅
に
増
加
し
、
一
般
財
源
の
確
保
が

非
常
に
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

「
行
政
改
革
」か
ら

「
経
営
改
革
」へ

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
従
来
取

り
組
ん
で
き
た
行
政
改
革
に
加
え

て
、
新
た
に
「
経
営
改
革
」
と
い
う

行
政
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
な
見
直
し

に
取
り
組
み
、
厳
し
い
財
政
環
境
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
経
営
改
革
」
と
は
、
彦
根
市
の

行
政
運
営
の
仕
組
み
そ
の
も
の
を
変

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
限
ら
れ
た

「
経
営
資
源
」（
職
員
、
資
産
、
財
源
、

情
報
）
を
重
要
な
施
策
に
重
点
配
分

す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
本
当

に
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
よ
り

良
く
、
よ
り
効
率
的
に
実
施
で
き
る

よ
う
転
換
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。具

体
的
な
取
り
組
み
内
容
は
現
在

検
討
中
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
や
ご
提
案
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
取
り
ま
と

め
、公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

改
革
期
間
は
平
成
16
年
度
〜
平
成
18

年
度
と
し
、
す
ぐ
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
み
、
18
年
度
に
は
完
全
実
施

す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

改
革
の
３
つ
の
柱

財
政
の
健
全
化

現
在
、
中
長
期
の
収
支
見
通
し
を

試
算
し
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
厳
し

い
結
果
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
収
支
見
通
し
を
も
と
に
、
中

長
期
の
財
政
計
画
と
、
構
造
改
革
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
徹
底
し
た
改

革
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
将
来
に
わ
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た
っ
て
安
定
し
た
行
財
政
基
盤
を
確

立
し
ま
す
。

▼
彦
根
市
の
経
営
体
力
に
ふ
さ
わ
し

い
行
政
規
模
を
目
指
す
取
り
組
み

▽
既
存
事
業
全
般
に
わ
た
る
必
要

性
の
見
直
し
　
▽
事
業
の
延
伸
の

検
討
　
な
ど

▼
既
存
財
源
の
確
保
対
策
や
新
た
な

財
源
の
研
究

▽
市
税
な
ど
の
収

納
率
向
上
対
策
　
▽
適
正
な
受
益

者
負
担
の
検
討
　
▽
使
用
料
、
手

数
料
等
の
定
期
的
な
見
直
し
　
▽

潜
在
し
て
い
る
財
源
の
掘
り
起
し

や
、
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
歳
入

の
安
定
的
確
保
　
▽
公
債
費
、
土

地
開
発
公
社
所
有
地
な
ど
の
負
債

対
策
　
な
ど

行
政
シ
ス
テ
ム
の
改
革

こ
れ
ま
で
の
発
想
や
手
法
で
は
、

行
政
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
に
よ

る
新
し
い
課
題
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
対

応
で
き
ま
せ
ん
。
財
政
の
健
全
化
を

目
的
と
す
る
従
来
型
の
行
政
改
革
に

加
え
、
行
政
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を

見
直
し
て
い
く
新
し
い
改
革
に
取
り

組
み
、
成
果
志
向
の
施
策
実
施
を
目

指
し
ま
す
。

▼
施
策
評
価
方
法
の
確
立
に
よ
る
事

業
展
開
体
制
づ
く
り
　
▽
施
策
評

価
の
実
施
と
公
表

▼
組
織
・
機
構
の
簡
素
・
効
率
化

▽
各
課
の
担
当
す
る
業
務
の
見
直

し
　
▽
組
織
の
再
編

▼
職
員
定
数
、
外
郭
団
体
の
見
直
し

▽
人
件
費
の
抑
制
　
▽
業
務
の
委

託
化
の
推
進
　
▽
外
郭
団
体
の
経

営
の
効
率
化

▼
庁
内
分
権
の
推
進
　
▽
各
部
局
長

へ
の
権
限
付
与

▼
行
政
の
役
割
と
市
民
の
役
割
の
明

確
化
　
▽
協
力
、
協
働
を
基
本
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

▼
補
助
金
の
見
直
し
　
▽
公
共
性
の

再
検
討
　
▽
市
民
活
動
の
自
立
促

進
　
な
ど

職
員
の
意
識
改
革

行
政
の
質
的
転
換
を
図
る
た
め
に

最
も
重
要
な
こ
と
の
一
つ
は
、
職
員

の
意
識
改
革
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
行

政
の
く
り
返
し
で
は
な
く
、
全
く
新

し
い
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
全
職
員
が
認
識
し
、
行
政
運

営
（
経
営
）
の
改
革
に
職
員
一
人
ひ

と
り
が
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。さ

ら
に
、
こ
の
取
り
組
み
を
組
織

と
し
て
支
え
、
実
行
し
て
い
く
全
庁

的
な
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

職
員
の
意
識
改
革
は
、
市
民
と
の

よ
り
深
い
議
論
を
実
現
す
る
こ
と

で
、
市
民
と
行
政
の
も
た
れ
合
い
を

な
く
し
、
よ
り
よ
い
市
民
の
自
主
活

動
や
市
政
参
画
を
促
進
し
ま
す
。

▼
意
識
改
革
や
政
策
形
成
能
力
向
上

の
た
め
の
職
員
研
修
の
実
施

▼
庁
内
で
の
推
進
体
制
の
整
備

▼
積
極
的
な
市
民
等
と
の
協
働
活
動

へ
の
取
り
組
み
　
な
ど

こ
の
改
革
は
、
活
力
が
み
な
ぎ
る

彦
根
市
を
目
指
し
て
取
り
組
む
も
の

で
す
。

改
革
の
課
程
で
、
事
業
の
廃
止
や

縮
小
、公
共
事
業
の
進
度
調
整
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
我
慢
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
　
　
経
営
改
革
推
進
室

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

E
-m

ail:keieikaikaku@
m

a.

city.hikone.shiga.jp

用
語
解
説

※
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム

事
業
の
進
捗
状
況
や
成
果
を
、

指
標
を
用
い
て
評
価
す
る
こ
と

で
、
各
事
務
事
業
の
現
状
を
認
識

し
、
課
題
や
解
決
方
策
を
検
討
し

て
、
効
果
的
で
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
目
指
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。

現
在
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
で

な
じ
み
や
す
い
事
業
を
中
心
に
、

１
１
０
事
業
の
評
価
表
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
庁
舎
１
階
）、支
所
・
各
出
張
所
、

ま
た
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
事
務
事
業
評
価
コ
ー
ナ
ー
」
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
施
策
評
価

「
施
策
」
は
、
政
策
と
い
う
目

的
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
手
段

で
、
さ
ら
に
施
策
と
い
う
目
的
を

実
践
し
て
い
く
具
体
的
な
手
段
が

「
事
務
事
業
」
で
す
。
彦
根
市
の

総
合
発
展
計
画
に
は
「
快
適
な
生

活
環
境
の
確
保
」「
高
齢
者
福
祉

の
充
実
」
な
ど
53
の
「
施
策
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

施
策
評
価
は
、
目
的
（
施
策
）

の
達
成
状
況
と
手
段
（
事
業
）
の

有
効
性
を
関
連
づ
け
て
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
行
政
運
営
に
役
立
て

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

５
月
15
日
号
か
ら
４
回
連
続
で
、
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
か
ら
は
、
こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏

ま
え
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
「
危
機
」
を
乗
り
切
っ
て
い
け
ば
よ
い

の
か
考
え
て
い
き
ま
す
。

開催期間 ７月～９月
次の４つの形式で開催する予定です
①連合自治会長、自治会長の皆さん等との懇談会
②地域住民の皆さんとの懇談会
③各種団体の皆さんとの懇談会
④市民の皆さんとの公開討論会形式の懇談会
※懇談会終了後、参加者の皆さんを対象にアンケートを予定
していますのでご協力をお願いします。

※日時、場所等の詳細については、決まりしだいお知らせします。

問い合わせ先 企画課☎22-1411（内線414）

懇談会でご意見をお聴かせください

彦根市長　

去る２月に彦根市・豊郷町・甲良町・多賀町合併協議会

が実施した住民意向調査の結果、１市３町の合併は「望ま

しくない」などのご回答が多かったことから、市民の皆さ

んのご意向を尊重させていただき、このまま進めることは

難しいと判断して、平成16年度予算のうち市町合併関連

経費をすべて削減させていただくとともに、合併協議を白

紙とし、彦根市としてひとつの区切りをつけさせていただ

きました。

ここでいう「白紙」とは、１市３町の合併協議をこのま

ま推し進めることはせず、原点に立ち返って合併協議会を

設置した段階に戻るということであり、合併そのものを否

定するものではなく、彦根市を取り巻く今日の厳しい行財

政環境を考えると、私は、合併は今も必要であると考えて

おります。

このようなことから、今回予定している懇談会では、国

が進めている三位一体改革（国庫補助負担金の廃止・縮減、

地方交付税の見直し、国から地方への税源移譲を含む税源

配分の見直し）の彦根市への影響をはじめ、現在、「広報

ひこね」にシリーズで掲載しておりますとおり、彦根市の

置かれている厳しい財政状況や行政課題を市民の皆さんに

ご説明申し上げたいと考えています。

そのうえで、彦根市はどことも合併しないのか、それと

も合併を考えていくのか。合併を考えていく場合には、周

辺自治体の動向や実情等にご理解をいただきながら、どの

枠組みによる合併が実現可能か、さらには彦根市の将来の

まちづくりをどうしていくのかなどについて、市民の皆さ

んのご意見をお聴きし、意見交換をしながら、市として今

後のあるべき方向性を模索していきたいと考えておりま

す。

多数のご参加をお願いいたします。
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先
日
発
表
さ
れ
た
平
成
15
年
度
の

合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性
が

一
生
に
産
む
子
ど
も
の
数
）
は
、
予

想
を
大
き
く
下
回
る
１
・
29
で
し
た
。

少
子
化
の
進
行
は
、
社
会
保
障
制
度

の
崩
壊
、労
働
力
人
口
の
減
少
な
ど
、

社
会
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

国
は
、
昨
年
「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
」
を
制
定
し
、
こ
れ
を

受
け
て
彦
根
市
で
も
「（
仮
称
）
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
策
定

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

子
育
て
支
援
対
策
を
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
な
ど
限
ら
れ
た
分
野
だ
け
で
な

く
、
健
康
の
維
持
・
増
進
、
教
育
環

境
や
生
活
環
境
の
整
備
、
安
心
し
て

子
育
て
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
包
括
的
に
行

お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
中
の
計
画
策
定
に
向
け
、

昨
年
度
に
、「
次
世
代
育
成
支
援
に

関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
新
し
い
行
動
計
画
が
、

子
育
て
中
の
人
、
こ
れ
か
ら
子
育
て

す
る
人
に
と
っ
て
、
か
ゆ
い
と
こ
ろ

に
手
の
届
く
も
の
に
す
る
た
め
、
子

育
て
の
な
か
で
何
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
か
、
総
合
的
に
把
握
す
る
た
め

に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
調
査
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

次
世
代
育
成

推
進
室
☎
◯　 23　
９
５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　26　
１
７
６
８
番

調
査
の
概
要

対
象

▼
市
内
在
住
の
就
学
前
児
童
（
０
〜

５
歳
児
）
の
保
護
者
　
１
、５
０

０
人
（
無
作
為
抽
出
）

▼
市
内
在
住
の
就
学
児
童
（
６
歳
〜

11
歳
）
の
保
護
者
　
１
、５
０
０

人
（
無
作
為
抽
出
）

▼
市
内
在
住
の
20
歳
代
の
人
　
５
０

０
人

調
査
方
法

郵
送
で
調
査
票
を
配

布
・
回
収

回
収
率

55
・
４
％

調
査
項
目
数

就
学
前
児
童
の
保
護
者
　
49
項
目

就
学
児
童
の
保
護
者
　
　
48
項
目

20
歳
代
市
民
　
　
　
　
　
32
項
目

0 5 10 15 20 25 30 35 40%

0 10 20 30 40 50 60%
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「市長への手紙」は、市民の皆さんの声を直接聞
くことで、「対話の行政」をいっそう進めるため、
毎年実施しているものです。
彦根市は、市民の皆さんが健康で豊かな生活を送
れるよう、福祉政策の推進、都市基盤の整備、自然
環境の保護など、様々な事業を進めています。
この「市長への手紙」でより多くの皆さんの考え
を聴くことで、市民と行政のパートナーシップを実
現させ、「住みたい、住んでよかった」と感じるこ
とのできるまちづくりをさらに進めていきたいと考
えています。
彦根市の進めている政策などについて、市民の皆
さんの建設的なご意見・ご提案をお待ちしていま
す。

「市長への手紙」の送り方
あなたが日ごろ市政に関して「このようにしては
どうか」と考えているご意見やご提案を、左のは
がきか、彦根市ホームページからお寄せください。
はがきは、切り取って裏に意見や提案などを書き、
隅の「のりしろ」で貼り合わせて郵便ポストへ投
かんしてください。８月16日までは郵便料金は不
要ですので、切手を貼らずにお出しください。
彦根市ホームページでは、トップページ（http://

www.city.hikone.shiga.jp/）の右上部にあるリンク
から「市長への手紙」のページに行き、専用の入
力フォームにご意見・ご提案を書いて、送信して
ください。
お寄せいただいたご意見・ご提案のなかから、本
人の了解をいただいたものについては、一定期間、
市役所１階ロビーに掲示します。住所、名前、電
話番号のほか、ご意見・ご提案の公表について、
希望する方に○印をしてください。
また、市民の皆さんに特に広くお知らせするべき
ものは、「広報ひこね」「彦根市ホームページ」に
掲載します。
問い合わせ先 市民広聴室☎22-1411（内線101）

FAX22-1398
E-mail:shiminkocho@ma.city.hikone.shiga.jp

支
給
の
要
件
（
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）
を
満
た
し
た
月
以
降
の
分
だ
け

で
す
。

10
月
以
降
に
申
請
す
る
と
、
翌
月

分
か
ら
の
支
給
と
な
る
の
で
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
小
学
１
年
生
を
養
育
し
て

い
る
人
で
、
彦
根
市
で
３
月
ま
で
支

給
さ
れ
て
い
た
人
は
、
制
度
の
変
更

に
よ
る
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

申
請
受
付

保
険
年
金
課
（
市
役

所
１
階
⑤
番
窓
口
）、
支
所
、
各
出

張
所
（
養
育
者
が
公
務
員
で
あ
る

場
合
は
勤
務
先
に
、
市
外
に
住
所

が
あ
る
場
合
は
住
所
地
の
市
区
町

村
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
３
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

た
に
加
わ
り
ま
す
。

新
し
く
対
象
に
な
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
は
、
新
た
に
申
請
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
が
必

要
か
ど
う
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

申
請
が
必
要
か
は
、
下
の
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
人
は
申
請
を

新
た
に
対
象
に
な
る
人
の
申
請

は
、
今
年
の
９
月
30
日
ま
で
の
受
付

な
ら
、
特
例
的
に
今
年
の
４
月
分
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、給
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

６
月
14
日
、
国
会

で
「
児
童
手
当
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
成
立
し
、
同

18
日
に
公
布
・
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
改
正

後
の
児
童
手
当
法

は
、
今
年
の
４
月
１

日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

適
用
さ
れ
ま
す
。

平
成
15
年
度
ま
で
は
、
児
童
手
当

の
支
給
対
象
は
、「
小
学
校
に
入
学

す
る
ま
で
」
で
し
た
が
、
今
回
の
改

正
で
、「
小
学
１
〜
３
年
生
」
が
新

き

り

と

り

実際に記入していただく

「市長への手紙」は、各世帯

に配布している「広報ひこね

7月15日号」の７ページにあ

ります。

見 本
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問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番
、
ひ
こ
ね

市
文
化
プ
ラ
ザ
☎
◯　26　
８
６
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
◯　26　
８
６
０
２
番

高
齢
者
の
自
転
車
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す

交
通
事
故
の
死
傷
者
数
の
な
か

で
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
た
人
は
全

体
の
約
２
割
。
そ
の
数
は
、
歩
行
中

の
事
故
の
死
傷
者
数
の
２
倍
近
く
で

す
。
平
成
15
年
中
に
は
、
高
齢
者
の

交
差
点
で
の
自
転
車
事
故
が
特
に
多

発
し
ま
し
た
。

・
交
差
点
で
は
、
見
通
し
の
い
い
と

こ
ろ
で
、
し
っ
か
り
左
右
の
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
歩
道
で
は
、
曲
が
っ
て
く
る

車
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
大
き
な
車
と
並
ん
だ
ら
、
そ
の
車

を
先
に
行
か
せ
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
の
左
端
を
通
り
ま
し
ょ
う
。

・
進
路
を
変
更
す
る
と
き
は
、
後
方

か
ら
車
が
来
て
い
な
い
か
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

・
渋
滞
の
横
を
通
過
す
る
と
き
は
、

車
と
車
の
間
か
ら
出
て
く
る
車
に

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
念
入

り
に
安
全
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
白
っ
ぽ
い
服
装
を
し
、
反
射

材
を
す
す
ん
で
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
の

利
用
申
請
の
方
法
が

変
わ
り
ま
す

８
月
１
日
か
ら
、
ひ
こ
ね
市
文
化

プ
ラ
ザ
の
、
申
請
か
ら
使
用
許
可
ま

で
の
流
れ
が
変
わ
り
ま
す
。
変
更
さ

れ
る
点
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

変
更
さ
れ
る
内
容

①
仮
申
込
制
度

早
急
に
会
場
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
す
ぐ
に
「
使
用
許
可
申
請

書
」
の
提
出
が
で
き
な
い
と
き
に
、

仮
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

仮
申
し
込
み
の
有
効
期
間
は
、
３

週
間
以
内
で
、
期
間
の
延
長
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
期
間
内
に
「
使
用

許
可
申
請
書
」
が
提
出
さ
れ
な
け
れ

ば
、
仮
申
し
込
み
は
取
り
消
さ
れ
ま

す
。

②
使
用
許
可
申
請
の
受
付
期
間

ホ
ー
ル
お
よ
び
楽
屋
の
受
付
期
間

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
１
か
月
前
ま

で
で
す
が
、
ほ
か
の
施
設
に
つ
い
て

は
３
日
前
ま
で
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

受
付
時
間
に
つ
い
て
は
、
開
館
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
と
し
ま
す
。

③
「
使
用
許
可
申
請
書
」
の
提
出

窓
口
で
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
原
則
で
す
が
、
遠
方
な
ど
の
理
由

で
、
持
参
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
き

は
、
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

④
使
用
料
の
納
付

施
設
の
使
用
が

認
め
ら
れ
た
ら
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

「
使
用
許
可
書
」
と
「
使
用
料
納
入

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
書
類
が
届
い
た
ら
、
ホ

ー
ル
、
楽
屋
に
つ
い
て
は
、
使
用
許

可
日
か
ら
３
か
月
以
内
に
、
そ
の
ほ

か
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
３
週
間
以

内
に
使
用
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
使
用
日
ま
で
の
期
間
が
３

か
月
、
あ
る
い
は
３
週
間
よ
り
短
い

と
き
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
定
め
ら
れ
た
期
限
内

に
納
付
さ
れ
な
け
れ
ば
、
使
用
許
可

は
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

⑤
使
用
料
の
還
付

利
用
料
を
納
付
し
た
後
で
、
施
設

を
使
用
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
そ

の
理
由
を
教
育
委
員
会
が
や
む
を
得

な
い
と
認
め
た
と
き
に
、
納
め
て
い

た
だ
い
た
使
用
料
の
一
部
を
お
返
し

し
ま
す
。
返
還
額
は
使
用
取
消
届
が

提
出
さ
れ
た
時
期
で
異
な
り
、
次
の

と
お
り
で
す

〈
ホ
ー
ル
お
よ
び
楽
屋
〉

Ⅰ
使
用
日
の
８
か
月
前
ま
で
　
全
額

Ⅱ
使
用
日
の
６
か
月
前
ま
で
　
70
％

Ⅲ
使
用
日
の
２
か
月
前
ま
で
　
50
％

〈
ほ
か
の
施
設
〉

Ⅰ
使
用
日
の
２
か
月
前
ま
で
　
全
額

Ⅱ
使
用
日
の
15
日
前
ま
で
　
　
50
％

申
請
方
法
が
変
わ
る
日

８
月
１
日
㈰
申
請
分
か
ら

情報
掲示板

・
傘
さ
し
運
転
は
違
法
で
あ
り
、
た

い
へ
ん
危
険
で
す
。
絶
対
に
止
め

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
３
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
０
３
９
５
番

返
済
方
法
の
変
更
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
マ
イ
ホ
ー

ム
新
築
資
金
な
ど
の
融
資
を
受
け
た

人
で
、
収
入
の
減
少
な
ど
の
理
由
で

返
済
が
難
し
く
な
っ
た
人
に
つ
い

て
、
返
済
方
法
の
変
更
な
ど
の
返
済

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
返
済
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
人
な
ど
、
お
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
大

阪
支
店
返
済
相
談
室
☎
０
６-

６

２
８
１-

９
２
８
４
番

夏
期
資
金
の
ご
案
内

商
品
仕
入
れ
、
手
形
決
済
、
ボ
ー

ナ
ス
支
払
い
な
ど
の
夏
期
資
金
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
国
の
事
業
ロ
ー
ン

融
資
額

４
、８
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

運
転
資
金
　
５
年
以
内

設
備
資
金
　
10
年
以
内

利
　
　
率

年
１
・
９
％
（
固
定
）

▼
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付

（
経
営
支
援
資
金
）

融
資
額

４
、８
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

５
年
以
内

利
　
　
率

年
１
・
９
％
（
固
定
）

※
利
率
は
、
い
ず
れ
も
６
月
10
日
現

在
の
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公

庫
彦
根
支
店
☎
◯　24　
０
２
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
６
６
４
０
番

水
遊
び
場
を
開
設
し
ま
す

７
月
20
日
㈫
か
ら
８
月
10
日
㈫
ま

で
、
外
馬
場
公
園
（
京
町
二
丁
目
）
と

多
景
公
園
（
八
坂
町
・
県
立
大
学
西
隣
）

に
水
遊
び
場
を
開
設
し
ま
す
。
自
由

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
す
る
と
き
の
お
願
い

☆
水
遊
び
場
は
幼
児
を
対
象
に
し
て

い
ま
す
。
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

☆
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

絶
対
に
土
足
で
入
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

☆
ペ
ッ
ト
を
中
に
入
れ
た
り
、
洗
っ

た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

☆
Ｏオ

ー-

１
５
７
が
流
行
し
た
と
き
な

ど
に
は
、
閉
鎖
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
５
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
８
５
１
７
番
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募　集
国
際
友
好
都
市
湘
潭
市
へ
の

彦
根
市
友
好
親
善
使
節
団

〈
派
遣
期
間
〉10
月
14
日
㈭
〜
同
20
日

㈬
（
６
泊
７
日
）
〈
派
遣
先
〉中
華

人
民
共
和
国
湖
南
省
湘し

ょ
う

潭た
ん

市
、

上
海

し
ゃ
ん
は
い

市
、
蘇そ

州
し
ゅ
う

市
ほ
か
〈
参
加
資

格
〉市
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
高
校
生

は
除
く
）
で
、
健
康
で
団
体
行
動
に

協
調
で
き
る
人
〈
定
員
〉10
人
　
※

過
去
に
市
が
主
催
す
る
使
節
団
の
団

員
と
し
て
訪
中
し
た
こ
と
が
な
い
人

を
優
先
し
ま
す
〈
参
加
費
〉17
万
円

程
度
（
こ
の
う
ち
、
市
か
ら
２
万
５

千
円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
）〈
申
込

期
限
〉８
月
６
日
㈮

〈
申
込
方
法
〉

申
込
書
（

国
際
交
流
課
〈
市
役
所
３

階
〉、
市
民
・
国
際
交
流
サ
ロ
ン
〈
市
民
会

館
〉
に
あ
り
ま
す
）
に
応
募
の
動
機
を

４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た
作
文
を

添
え
て

国
際
交
流
課
へ
〈
問
い

合
わ
せ
先
〉同
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番

内
線
３
７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９

８
番親

子
de
工
作
道
場
１

「
ち
ょ
っ
と
難
し
い
ラ
ジ
オ
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
！
」

親
子
で
協
力
し
な
が
ら
、
工
作
の

楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
、
少
し
難

易
度
の
高
い
ラ
ジ
オ
を
完
成
さ
せ
ま

す
。

〈
日
時
〉８
月
21
日
㈯

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
〈
場
所
〉子
ど
も
セ

ン
タ
ー
〈
対
象
〉小
学
４
〜
６
年
生

と
そ
の
保
護
者
〈
定
員
〉18
組(

先

着
順)

〈
受
講
料
〉１
組
に
つ
き
２
、

２
０
０
円
〈
申
込
期
間
〉７
月
17
日

㈯
〜
８
月
１
日
㈰
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
（
た
だ
し
、
７
月
20
日
㈫
、

21
日
㈬
、
26
日
㈪
は
除
く
）〈
申
込
方
法
〉

申
込
用
紙
（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
書
い
て

受
講
料
を
添
え
、
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

へ
※
電
話
に
よ
る
申
込
は
不
可
〈
問
い

合
わ
せ
先
〉同
セ
ン
タ
ー
☎
◯　28　

３
６

４
５
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）

な
ぜ
な
ぞ
ラ
ボ

「
お
手
製
電
気
で
あ
〜
そ
ぼ
っ
!!
」

電
気
に
つ
い
て
学
び
、
ハ
ン
ド
ジ

ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
（
手
回
し
発
電
機
）

を
作
り
ま
す
。
ま
た
モ
ー
タ
ー
カ
ー

を
作
り
、
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー

や
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
発
電
し
た
電

気
を
使
っ
て
走
ら
せ
ま
す
。

〈
日
時
〉８
月
28
日
㈯
、
同
29
日
㈰

（
※
２
日
通
し
の
教
室
で
す
）

両
日
と

も
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
〈
対
象
〉小
学
４

〜
６
年
生
〈
定
員
〉20
人(

先
着
順)

〈
受
講
料
〉１
人
２
、５
０
０
円
〈
申

込
期
間
〉７
月
17
日
㈯
〜
８
月
１
日

㈰
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
た
だ
し
、
７
月
20
日
㈫
、
21
日
㈬
、
26
日

㈪
は
除
く
）〈
申
込
方
法
〉申
込
用
紙

（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
書
い
て
受
講
料
を
添

え
、
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
※
電
話
に

よ
る
申
込
は
不
可
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

同
セ
ン
タ
ー
☎
◯　28　

３
６
４
５
番
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
共
用
）

再
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
習
会

〈
日
時
〉８
月
19
日
㈭
〜
同
26
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
６
日
間
）
の

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分
〈
場

所
〉彦
根
女
子
高
等
学
校
（
芹
川
町
）

〈
対
象
〉
彦
根
市
、
愛
知
郡
、
犬
上

郡
、
近
江
八
幡
市
、
八
日
市
市
、
蒲

生
郡
、
神
崎
郡
、
長
浜
市
、
坂
田
郡
、

東
浅
井
郡
、
伊
香
郡
在
住
の
55
歳
以

上
68
歳
ま
で
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

〈
定
員
〉40
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）〈
受
講
料
〉無
料
〈
申
込

期
限
〉７
月
28
日
㈬
（
必
着
）
〈
申

込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉往
復
は

が
き
往
信
の
裏
に
講
習
名
（
パ
ソ
コ

ン
）、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
（
生
年
月
日
）、
電
話
番
号
を
、

返
信
の
表
に
も
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
㈳
滋
賀
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
〒
５
２
０-

０
０
５
１
　
大
津
市
梅
林
一

丁
目
３-

10
）
☎
０
７
７-
５
２
５-

４

１
２
８
番
へ

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
標
語

独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対

策
協
会
は
、
領
土
問
題
を
身
近
な
問

題
と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
平
成
16
年
度
の
北
方
領
土
に
関

す
る
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す

〈
募
集
期
限
〉９
月
30
日
㈭
︵
当
日
消

印
有
効
︶〈
表
彰
・
賞
金
〉
理
事
長

賞
１
人
　
５
万
円
　
優
秀
賞
４
人

２
万
円
　
佳
作
５
人
　
５
千
円
※
複

数
の
人
か
ら
同
一
作
品
の
応
募
が
あ

る
場
合
は
１
人
を
抽
選
し
ま
す

〈
応
募
資
格
〉
な
し
（
た
だ
し
、
入

選
作
品
に
つ
い
て
は
名
前
・
居
住
す

る
都
道
府
県
市
町
村
名
を
公
表
で
き

る
こ
と
）〈
応
募
方
法
・
問
い
合
わ

せ
先
〉は
が
き
１
枚
に
１
作
品
を
書

き
、
住
所
、
名
前
、
性
別
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
職
業
も
書
い
て
同
協
会

（
〒
１
０
２-

０
０
９
４
　
東
京
都
千
代
田

区
紀
尾
井
町
７-

１
　
上
智
紀
尾
井
坂
ビ
ル

内
）
☎
０
３-

３
２
６
３-

７
６
９
１

番
へ
。
Ｅ
メ
ー
ル
　hok_tok@

hoppou.go.jp

で
も
受
け
付
け
ま
す

政
府
主
催
戦
没
者
慰
霊
巡
拝

〈
趣
旨
〉先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
々
を
慰
霊
す
る
た
め
、
遺
族
の
参

加
を
募
り
、
戦
地
を
巡
拝
す
る
も
の

で
す
〈
巡
拝
地
域
お
よ
び
時
期
〉下

の
表
の
と
お
り
〈
費
用
〉
お
お
む

ね
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。た
だ
し
、

国
か
ら
一
部
補
助
さ
れ
ま
す
〈
参

加
申
込
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
〉▼

対
象
は
原
則
80
歳
以
下
の
人
で
す
▼

慰
霊
巡
拝
に
訪
れ
る
地
域
は
、
日
本

と
気
候
風
土
が
異
な
り
、
ま
た
、
観

光
客
が
通
常
訪
れ
な
い
地
域
を
長
時

間
移
動
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
参

加
で
き
る
健
康
状
態
で
あ
る
と
い
う

医
師
の
証
明
が
必
要
で
す
▼
政
府
派

遣
団
と
し
て
行
動
す
る
た
め
、
各
々

の
戦
没
場
所
の
慰
霊
は
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
〈
問
い
合
わ
せ

先
〉
社
会
福
祉
課
☎
◯　 23　
９
５
９
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７
６
８
番

標
本
づ
く
り
体
験
教
室

雨
壺
山
で
、
植
物
や
昆
虫
の
採
集

と
、標
本
の
作
り
方
を
学
習
し
ま
す
。

〈
日
時
〉８
月
５
日
㈭

午
前
９
時
〜

午
後
０
時
30
分
〈
場
所
〉雨
壺
山

※
新
神
社
（
岡
町
）
前
駐
車
場
に
午

前
８
時
50
分
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ

さ
い
〈
定
員
〉40
人(

先
着
順)

〈
参

加
費
〉無
料
〈
持
ち
物
〉筆
記
用
具
、

捕
虫
網
、
虫
か
ご
、
古
新
聞
、
段
ボ

ー
ル
２
枚
、
自
転
車
の
荷
ひ
も
、

剪
定

せ
ん
て
い

ば
さ
み
、
マ
ジ
ッ
ク
、
水
筒
な

ど
〈
申
込
期
間
〉７
月
20
日
㈫
〜

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く
）

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉「
快
適
環

境
づ
く
り
を
す
す
め
る
会
」
事
務
局

（

生
活
環
境
課
内
）
☎
◯　22　
１
４
１
１
番

内
線
１
７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
０
３
９

５
番こ

ど
も
ガ
ラ
ス
工
芸
教
室

廃
ガ
ラ
ス
を
利
用
し
た
コ
ッ

プ
作
り
な
ど
を
通
し
て
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
考
え
ま
す
。

〈
日
時
〉８
月
11
日
㈬
、
同
13
日
㈮

（
両
日
と
も
、
午
前
の
部
は
午
前
９

時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後
の
部
は

午
後
１
時
30
分
〜
同
４
時
30
分

〈
場
所
〉ガ
ラ
ス
工
房
エ
ヴ
ァ
グ
リ
ー

ン
（
古
沢
町
）〈
対
象
〉こ
の
教
室
に

初
め
て
参
加
す
る
小
学
４
〜
６
年
生

〈
定
員
〉２
日
と
も
午
前
・
午
後
の
部

そ
れ
ぞ
れ
10
人
（
先
着
順
）〈
参
加

費
〉５
０
０
円
〈
持
ち
物
〉木
綿
製

の
軍
手
〈
申
込
期
間
〉７
月
20
日
㈫

〜
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除

く
）〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉「
快

適
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
る
会
」
事

務
局（

生
活
環
境
課
内
）
☎
◯　22　
１
４
１

１
番
内
線
１
７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
０

３
９
５
番

セ
ミ
の
抜
け
殻
調
査
の
お
誘
い

探
し
て
み
よ
う
身
近
な
セ
ミ

「
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
湖
東
」
は
、

湖
東
地
域
の
環
境
保
全
と
、
環
境
に

関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
た
め

に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。
湖
東
地

域
の
自
然
環
境
を
調
べ
る
た
め
、
７

月
〜
８
月
の
間
に
、
セ
ミ
の
抜
け
殻

を
題
材
と
し
た
生
き
物
調
査
を
行
い

ま
す
。
こ
の
調
査
に
参
加
す
る
調
査

員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
申
込
期
間
〉７
月
15
日
㈭
〜
８
月
20

日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は

除
く
）〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

「
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
湖
東
」
事
務
局

（

湖
東
地
域
振
興
局
環
境
課
内
）
☎
◯　27　

２
２
５
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
１
６
８
８

番
、E

-m
ail:dc43@

pref.shiga.jp

へ

市立病院職員募集
職　　種
理学療法士　　　　　　　２人
臨床検査技師　　　　　　１人
臨床工学技士　　　　　　２人
薬剤師　　　　　　　　　１人
看護師または助産師　　40人程度
受験資格 昭和50年４月２日以降に生
まれた人（看護師・助産師について
は昭和40年４月２日以降に生まれた
人）で、募集する各職種の免許を有
する人（取得見込みを含む）
受付期間 ８月２日㈪～同20日㈮の
８：30～17：15（ただし、土・日曜日
を除く）
試験日 ９月５日㈰ ９：00～
応募・問い合わせ先 市立病院総務課

☎22-6050（内線3516）

募

集
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８月１日㈰ ／ひこね市文化プラザ

グランドホール・メッセホール

9：30～12：00 全体会（手話通訳・要約筆記あり）
○特別報告
「歌って、笑って、考えよう！」
劇団「いろいろえんぴつ」の皆さん

○講演「いのちの大切さ」 中溝裕子さん（写真）

13：30～15：30 社会教育分野実践交流会（託児あり）

８月３日㈫ ／ひこね市文化プラザ　メッセホール

市内各地区公民館

14：00～17：00 学校教育分野分科会
※車は、できるだけ乗り合わせてお越しください。

問い合わせ先 教育委員会人権教育課　
☎24-7971、FAX23-9190

市内には、自治会館や個人の家などの
一室に本を並べて開放している「地域文
庫」が18か所あります。子どもたちに、
本を読む楽しさや喜びを知ってもらい、
そうした文庫活動への理解と参加を呼び
かけるイベントです。
日　時 ７月24日㈯　13：30～16：00
場　所 市立図書館
内　容
①地域文庫の設置場所や活動の紹介
②読み聞かせ
③わらべ歌で
遊ぼう
④手作り遊び
（昔の遊び）
コーナー
⑤図書リサイクル（図書館でいらなく
なった雑誌・図書の提供）

参加費 無料
問い合わせ先 市立図書館
☎22-0649、FAX26-0300

夏の交通安全県民運動　7月20日㈫～31日㈯

現
在
、日
本
人
の
寿
命
は
男
性
78
・
32
歳
、

女
性
85
・
23
歳
で
世
界
一
の
長
寿
国
で
す
。

し
か
し
、
寿
命
が
延
び
る
に
つ
れ
、
が
ん
、

心
臓
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
の
基
本
健
康
診
査
（
健
診
）

結
果
か
ら
、
彦
根
市
で
は
、
心
臓
病
や
脳
梗

塞
な
ど
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
高
い
人
が
、
県
内
の
ほ
か
の
市

町
村
と
比
べ
て
も
多
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
生
活
習
慣
病
は
、
初
期
の

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
分
で
は
気

づ
か
な
い
う
ち
に
、
じ
わ
じ
わ
と
病
気
が
進

行
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
健
診
の
目

的
は
、
そ
の
よ
う
な
自
覚
症
状
の
な
い
病
気

を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
た
と
え
病
気
が
見
つ
か
っ
て

も
、
初
期
の
段
階
で
あ
れ
ば
、
改
善
も
し
や

す
い
で
す
が
、
病
気
が
進
行
し
て
し
ま
っ
て

か
ら
で
は
、
元
の
健
康
な
状
態
に
戻
す
こ
と

は
そ
れ
だ
け
難
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
健
診
を
受
け
る
も
う
ひ
と
つ
の
大

き
な
目
的
に
「
生
活
習
慣
の
改
善
」
が
あ
り

ま
す
。
健
診
結
果
が
「
異
常
な
し
」
で
あ
れ

ば
そ
れ
で
良
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
健
診
の
結
果
が
「
異
常
な
し
」
で
あ
っ

て
も
、
昨
年
、
一
昨
年
の
検
査
結
果
と
比
較

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
健
康
状
態
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
検
査
の
数
値
が
、

だ
ん
だ
ん
異
常
値
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、「
食
べ
過
ぎ
て
い
な
い
か
」「
適
度

な
運
動
を
し
て
い
る
か
」
な
ど
、
自
分
の
生

活
習
慣
を
見
直
し
、
早
め
に
改
善
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
定

期
的
に
健
診
を
受
け
て
自
分
の
健
康
状
態
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
診
は
受
診
時
の
健
康
状
態
を
示
し
て
く

れ
ま
す
が
、
今
年
異
常
が
な
か
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
来
年
も
異
常
が
な
い
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
病
気
の
早
期
発
見
や
生
活
習
慣
の
見

直
し
に
、
そ
し
て
、
元
気
で
長
生
き
す
る
た

め
に
、
１
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
て
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

彦
根
市
で
は
、
現
在
、
市
民
健
康
診
査

（
健
診
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

14
ペ
ー
ジ
「
健
康
管
理
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

国民年金には、所得の減少や失業などで、経済的に
保険料の納付が難しい場合に、保険料を免除する制度
があります。制度には「全額免除」と「半額免除」が
あり、申請して、承認されれば適用されます。

免除の手続きはお早めに
免除制度を利用するには、毎年手続きが必要です。
平成16年度の免除承認期間は平成16年７月から平成
17年６月ですが、申請した月の前月から承認されま
すので、７月から承認を受けるためには８月31日ま
でに申請が必要です。
また、生活保護費や１、２級の障害年金を受給して
いる人は届け出によって保険料が全額免除できます。
（すでに免除を受けている人は、改めて申請する必要
はありません。）
申請先 保険年金課、支所・各出張所
問い合わせ先 同課☎22-1411（内線138）、
FAX22-1394、滋賀社会保険事務局彦根事務所☎
23-1114

夏です
食中毒の季節です

夏場に多い食中毒は、７月から９月が最も多い
時期です。気温が高く、湿気の多い日本の夏は、
食中毒を起こす細菌が増殖するのに最も適した季
節です。食中毒を防ぐために、特に次のこと気を
つけてください。

〈洗う〉
・調理の前には必ず手を洗う。
・肉、魚、卵をさわったら、必ず手を洗う。
・肉、魚を切ったまな板はよく洗い、消毒をする。
・野菜など生で食べるものは、流水でよく洗う。
〈保管〉
・新鮮な食材を購入し、すぐに冷蔵庫で保存する。
・凍った食品を、室温で長時間かけて自然解凍す
ると菌が増殖します。解凍は冷蔵庫内か電子レ
ンジで！

〈加熱〉
・食品の中心部までしっかりと加熱する。
・汁物を再加熱するときは、必ず沸騰するまで！

彦根市出身。88年プロテストにトップ合格。トーナメ
ントに出場し、活躍が期待されていた矢先に、91年「骨
髄異形成症候群」と宣告される。97年骨髄移植を受け
る。現在は、プロゴルファー復帰を目指しながら講演会
と作品制作を中心に活動中。
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健康管理だより
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日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【８月前半】

図書館休館日
８月前半

２日(月)、９日(月)

４日㈬

５日㈭

３日㈫

６日㈮

10日㈫

11日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 J A 本 店 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１2日㈭
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１3日㈮
農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

１３：２０
１４：１０
１５：００

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み
ください。（臨時の収集は、原則として毎
週火・金曜日に実施します。）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前
後することがありますが、ご了承ください。

８月前半

２日㈪

３日㈫

４日㈬

５日㈭

６日㈮

９日㈪

１０日㈫

１１日㈬

１２日㈭

１３日㈮

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、安清、芹、野田山、
正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今、本町一丁目、本町二丁目、本
町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目
（河原二丁目の一部を含む）、三津屋
松原一丁目、松原二丁目、安清、外、野田山、正法寺、地蔵、芹
橋一丁目、芹橋二丁目（河原二丁目の一部を含む）、西今、三津屋
原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、戸賀、小泉、
西今、宇尾、野瀬、開出今、三津屋
山之脇、芹川、幸、大藪、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、西
今、開出今、須越
幸、開出今蔵の町団地、八坂東団地、芹川、城町一丁目、城町二
丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、宇尾、開出今、
須越、三津
開出今蔵の町団地、八坂東団地、後三条（下）、中藪一丁目、中藪
二丁目、中藪、長曽根南、宇尾、甘呂、八坂、海瀬
開出今団地（第１部）、後三条（下）、中央（第２・第３部）、平田
（大沢を除く）、宇尾、竹ケ鼻、甘呂、八坂、開出今団地（第３部）、
八坂北
後三条（下）、立花、金亀、尾末、平田（大沢を除く）、宇尾、竹
ケ鼻、甘呂、八坂、開出今団地（第３部）、八坂北
後三条（下）、佐和、大東、旭、船、立花、平田（大沢を除く）、
亀山地区、出路、田原、稲部（稲部）、金沢（金沢団地）、肥田
（西肥田）
佐和、立花、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、後三条（上）、
亀山地区、上稲葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、稲部（稲部）、
金沢（金沢団地）、肥田（西肥田）
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あなたの好きな彦根の表情を表紙を通
じて紹介してください。写真をお持ちで
ない場合は、 情報政策課広報係で撮影
します。☎22-1411（内線431）へ気軽
に連絡してください。

駅前お城通りに立つ石原さん

表
紙
の
こ
と
ば

石

原

將ま
さ

宏ひ
ろ

さ
ん
︵
京
町
三
丁
目
︶

平
成
11
年
（
１
９
９
９
）
の
第
37
回
彦

根
ば
や
し
総
お
ど
り
は
、
初
め
て
駅
前
お

城
通
り
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
彦
根
駅
前
の
商
店
街
「
駅
前
商

栄
会
」
の
役
員
と
し
て
、
総
踊
り
の
運
営

に
参
加
し
ま
し
た
。
護
国
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社
か
ら
旭
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の
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差
点
ま
で
が
会
場
で
、
市
役
所
の
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け
垣
の
上
に
、
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種
団
体
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賛
を
頂
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彦
根
城
を

背
景
に
、
駅
前
お
城
通
り
が
人
で
埋
ま
る

ほ
ど
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
写
真
は
、
思
い

出
深
い
記
念
の
も
の
で
す
。

今
年
は
５
年
ぶ
り
に
駅
前
お
城
通
り
で

開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
お
城
の
見
え
る

大
通
り
が
踊
り
を
楽
し
む
人
で
埋
ま
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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松原水泳場・新海浜水泳場開設
期間：松原　　７月24日㈯～８月18日㈬

新海浜　７月25日㈰～８月18日㈬

第28回鳥人間コンテスト選手権大会
日時：７月31日㈯ 12：00～日没

８月１日㈰ ６：00～15：00
場所：松原水泳場
今年も大空に夢をかける人たちが、全国から真夏のびわ
湖に集います。

彦根ゆかたまつり
日時：７月31日㈯ 14：00～21：00
場所：夢京橋キャッスルロード
抽選会や屋台村、ストリートライブなど催し満載。ゆか
たで参加すると豪華景品が当たるかも…。

彦根大花火大会
日時：８月１日㈰ 19：30～20：30
場所：彦根港
夏の夜空を6000発の花火が彩ります。ウルトラスーパ
ースターマインや花火師創作による芸術花火など見どこ
ろいっぱい。夢のひとときをお楽しみください。

彦根七夕まつり
期間：８月３日㈫～８日㈰
場所：駅前・佐和町・中央・銀座・橋本・登り町グリー

ン通り、花しょうぶ通り各商店街
色とりどりの七夕飾りで街中が彩られます。

彦根万灯流し
日時：８月６日㈮ 18：00～21：00
場所：芹川堤（芹橋～後三条橋間）
灯ろうに願い事を書いて、そっと川面に流します。闇に
浮かぶたくさんの灯火は、とても幻想的。

彦根ばやし総おどり
日時：８月８日㈰ 17：00～21：00
場所：駅前お城通り・佐和町・おいでやす各商店街
「彦根ばやし」にのせて踊り歩く、見て楽しい、踊って
なお楽しい総おどり。飛び入りの参加も大歓迎です。

びわ湖ヨシたいまつまつり
日時：８月28日㈯ 20：00一斉点火
場所：松原水泳場・柳川町湖畔
過ぎゆく夏の夜空を焦がすヨシの炎に、びわ湖への祈り
を捧げます。

問い合わせ先
㈳彦根観光協会☎23-0001
観光課☎22-1411（内線333）、FAX22-1398

今月の納税

固定資産税（第２期）
８月２日㈪までに納めましょう。


